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会議記録簿 

会議名 飯綱町地域公共交通会議 
  

  

場所 飯綱町役場第一庁舎（２階）議場 

日時 令和 6年 10 月 25 日 10:00～ 

出席者 12 名 

 

1. 開会 

 

2. 挨拶 

峯村町長（会長） 

今日皆さんにご検討いただきたいのは、長野電鉄さんにお願いして運行している牟礼線に

関してとなる。私は平出というところに生まれ育ち、長野電鉄の牟礼線への思いは非常に

深いものがある。かつては、えびす講などの時にバスが満員となり、立って乗るのもいっ

ぱいなくらいの状態だったものだが、いよいよ皆さんに今日見直しについてお諮りする時

代が来てしまった。長電バスさんの事情についてご理解いただきながら、ご審議をいただ

きたいと思う。 

 

3. 協議事項 

（１）牟礼線減便に伴う地域間幹線系統確保維持計画について 

長電バス株式会社乗合バス部長 

弊社では運転手確保に向けて一昨年の 12 月から、会社説明会で運転体験を行っている。こ

れまで多くても 3名程度で、参加した方も運転手になってくれなかったが、長野県や長野

市の支援により運転手になる人には 100 万円が支払われるといったこともあり、今年から

参加してくれる人が増え、募集を締め切るくらいの希望者がある。ただし、参加者が運転

手になってくれるケースは少なく、東京や大阪から参加する人には片道分の交通費を支払

うこともあり、負担も大きいなか、何とか続けている。採用になった人も１人、２人いる

が、高齢化は相変わらず進んでおり、今後辞める人が増えてくる。長野の事業所で 30 人不

足している状況は変わらないというのが現状である。 

また、弊社の場合、冬が繁忙期となり、志賀高原線が生命線となっている。冬季には、他

の営業所から山之内の営業所に運転手を派遣している。しかし、昨今の運転手不足で、他

社のバスに増便してもらって委託料を払うという儲けが出ないやり方をとらざるを得な

くなっている。その反面、地域間幹線は牟礼線に限らず、複数市町村をまたいで利用する

人が少なくなっており、市町村内での移動で済んでいる状況がある。地域間幹線の補助金

は赤字補填が主であり、会社にとっての利益につながらないため、弊社としてはメリット

のない地域間幹線を整理していく方針で進めている。 

今回は牟礼線について検討している。現在、日曜と祝日も運休にしてもらっているが、12

月に労働力を確保しなければならないなか、平日も減便させてもらわなければならなくな

った。10 月の見直し時に土休日を運休する予定だったが、12月に延期し、土休日の運休と

合わせて平日の減便という形にさせてもらいたい。 
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また、来年９月いっぱいをもっての牟礼線の廃止も予定している。牟礼線については飯綱

町内で完結する移動、長野市内で完結する移動がほとんどとなっており、バス停でみると

地域間の移動は１人もいないという状況である。バスを運行するためには二種の免許が必

要であり、運転手が不足するなか、使いたいところに二種免許を持った運転手が使えない

現状となっている。来年の９月までは現在の運行を続けるが、10 月以降は飯綱町と具体的

な話をさせてもらいながら、利用者になるべくご不便をかけない形で廃止を検討していき

たい。今日はこの辺りも含めて、12月の見直しを中心に、具体的な内容についてご説明さ

せていただく。 

 

資料１、資料２について長電バス より説明 

 

【主な意見】 

委員 

自分も数年前までは福井団地から長野方面に向かう牟礼線を使っていたが、７時台で１

人、２人乗っているかいなかくらいの状況であった。帰りの 17時過ぎのバスも中央公園で

ほとんど降りてしまい、乗っていて申し訳ないような気落ちになった。ただ、あの路線が

あることで長野地域の交通網に組み込まれているという安心感があった。牟礼駅に行くの

も年配になると坂がきついため、利用できるのはありがたかった。ただ、このような状況

では減便はやむを得ないと思っている。 

 

委員 

今は長野に出るのもほとんどが車利用になっていて、学校に通う人たちも駅までは車で移

動して、電車に乗り継いでいる。前回のこの会議で検討したように、町内のアイバスの運

行がフルデマンドに見直された。いままでのアイバスはバス停まで歩くのが困難な人にと

っては利用しにくかったが、10 月から運行形態が変わり、時間的には多少融通が利かない

こともあるかもしれないが、家まで来てくれるという非常にありがたい形になった。町の

中の移動はアイバスにより良くなったと感じている。今度は長野の方に出る牟礼線が減便

になるということだが、うちの地区ではあまり影響はないと感じている。 

 

会長 

子どもたちの通学への影響についてはどうか。直接育バスが減便や廃止になることについ

て危惧される点があればご意見いただきたい。 

 

委員 

会長からお話があったように、昔は絶対必要な路線だったが、今の高校生がどれだけ優先

的にバスを使っているかはわからない。ただ、一人でも学生の利用があるなら、町で配慮

していただきたい。交通は時代ともに移り変わるものなので、新しいかたちを模索しなが

ら、高校生が不便にならないように検討していただきたい。 

 

 



3／5 

3 

 

会長 

町長という立場にいると、飯綱町の活性化や人口増対策のことを思うと、電車の他に１時

間に１本程度長野から来るバスがあるということが一つの自慢というか、他の町村にはな

い誇りのようなものを感じていた。それが当たり前であったが、そうでなくなることの寂

しさと、どうしていくべきかを考えなければならない責務を感じている。本日は 12月の減

便の話について協議していただくが、次回からは最低限の公共交通を利用できるようにす

るための対策を考えていきたい。 

 

委員 

かなり前の協議会になるが、平出団地の人たちからは減便にならないようにという話をい

ただていているなかで、今日を迎えた。私も若干運転しているが、長野市まで通っている

生徒さんは現在いらっしゃらず、作業所へ通っている方が１名、週２、３回あるという状

況である。 

幸いなことに飯綱町と長野市は隣接しているため、ある程度の条件が整えば行き来はどう

にでもなるのではとも思う。昨今の利用状況をみると、中高生は自家用車通学がメインと

なっている。こういう実情のなかで、我々事業者がどこまで頑張らなければならないのか、

正直厳しい状況である。会社的にもどうしていくかを考えなければならない時期になって

きた。お手伝いできる限りは協力させていただき、交通の確保に努めていきたい。 

 

会長 

行政側としてのご意見があれば頂戴したい。 

 

委員 

地域間をまたぐ移動はあまりないというのが実感である。こうした事情もうかがったうえ

で、今回の減便はやむなしと考える。減便されるのは利用者が少ないところかと思うが、

利用者数などのデータをまた示していただければと思う。 

廃線は影響が大きいため、10 月の廃止ありきではなく、いろんな意見を受けて、いつやる

かを相談していく必要があると思う。別の方法での運行も必要という話があったが、町内

で完結する運行をやるとすれば誰がやるのか、どこも人手不足のなかで協議していくこと

も必要と思う。 

 

会長 

住民の多様なご意見を頂戴するなかで、今後のことを決めていくことがきわめて重要だと

思うので、担当課で準備を進めていきたいと思う。 

運輸支局の方から、幹線バスが廃止になった後にこんな形で続けているという事例があれ

ばご紹介いただきたい。 

 

委員 

幹線の廃止の例はあるが、その後どんな形態のものに代替されているかはいま情報がなく

て申し訳ない。複数の市町村にまたがる移動が少ないというであれば、持続可能性から、
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今回の減便や廃止は妥当な判断だと思う。 

 

会長 

代替する公共交通を考える場合、どういう手続きがいるのか把握していないが、牟礼駅を

出発して、町外に出たら吉田、ジャスコ、権堂くらいのみに停車して長野駅まで、10人乗

りくらいの運行というのは可能なのだろうか。 

 

北陸信越運輸局長野運輸支局首席運輸企画専門官 

可能ではあるが、いろいろな課題があると思う。それができる受け皿があるのかどうか。

とまる場所を限定して効率的に運行するにしても、結局いまと同じ状況で利用者が増えな

いということも考えられるので、実証運行しながら検証していく必要がある。 

 

会長 

一通りご意見いただいたが、長電バスさんから補足があればお願いしたい。 

 

長電バス株式会社乗合バス部長 

新しい交通体系については、今後飯綱町や長野市とそれぞれのお考えがある中で詰めてい

く必要がある。我々も全部を放棄するというわけではなく、お話を聞きながら、できるこ

とはやっていかなければならないと思っている。 

先ほど言ったように、大型二種の免許を持っている運転手はそれなりの仕事に就かせてい

ただきたい。普通免許で運行できる形態もあるので、そこを模索しながら進めさせていた

だきたい。また、飯綱町から長野駅まで主要なバス停のみとまるという案については、そ

のようなデマンドの事例は結構ある。例えば、山ノ内町のデマンドは長野市まで行ってい

て、途中のスーパーなどで降ろして帰りもそこで拾うようなこともある。他の地域の事例

もいろいろと研究しながら、どれが飯綱町に合っているのか、町民アンケートもとったり

しながら、一番いい方法を考えていただくのがいいと思う。今後も連携しながらやってい

きたい。 

 

会長 

ほぼご意見は出尽くしたと思うが、ただいま話のあった 12 月から１日５便減便になると

いう計画について、ご承認をいただくということでよいか。 

 

委員（全員） 

異議なし 

 

会長 

ありがとうございます。それでは今日、全員の皆さんにご承諾いただいたと解釈したい。 

 

 

4. その他 
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会長 

事務局より、10 月から始まっている実証運行について、利用者からの声をご紹介させてい

ただく。 

 

事務局 

朝夕デマンドについては、中学生の保護者の方から、「最初は予約が面倒かと尻込みしてい

たが、自宅付近まで来てもらえることになったことは、雨の日などとても安心でき感謝し

ている」とのご意見をいただいている。 

また、日中デマンドについては、多数の高齢者からご意見を頂戴している。「これまでは時

間が決まっていて、それを待つしかなかったが、いまはすぐに帰れるようになってすごく

うれしい」、別荘地区にお住まいの方からは「フルデマンドになったことで町外に住んでい

る人も利用できるようになった。買物に行くのに町外に住む娘についてきてほしかったの

で、今は娘も一緒に利用させてもらえるようになり、とても助かっている」、福井団地の方

から「これまでは時間が決まっていたので時間が合わない時は 1,900 円ぐらいかけて高い

タクシーを利用していた。今はアイバスを好きな時間に利用でき、200 円で済むのであり

がたい」といったように、比較的好意的なご意見を頂戴している。 

 

委員 

長電バスの労働組合の活動をするとともに、運転手として活動している。私から労働者目

線での観点から現状をご説明したい。人員不足が深刻で、会社としても採用活動を強化し

ているが、昨年が特にひどく、採用活動をしても人が集まらず、中堅どころを中心に離職

者が絶えないという状況であった。今年は少しずつ採用できているが、人員不足解消には

全く至っていないという状況である。 

大きく報道で取り上げられたように、長野市内で日曜運休を実施せざるを得なかった。８

月には解消できたが、我々もそれまでの３勤１休みという勤務サイクルが変更になり、人

数が必要な平日に働く人を増やし、土日のダイヤ数が少ない日に休むようにするという形

で対応しているが、平日の公休にも出勤しなければならない状況が常態化している。会議

などで話を聞くと、こういった状況は当社に限らず、アルピコさんや他県の会社も同様。

また、タクシー、トラック業界などどこも全般的に人員不足が深刻な状態が続いていると

いうのが現状である。 

 

会長 

大変苦労されていることを理解させていただいた。 

 

5. 閉会 

 

 

以上 

 


